
士別市埋蔵文化財包蔵地詳細データ

管理
番号

種別 名称 管理開始日 土地所有者 時代
時期

（形式）
立地

標高
（単位：
m）

範囲
（単位：
m）

出土遺物 特徴・その他

1 遺物包含地 多寄遺跡 昭和61年3月31日 民有地 縄文

多寄式
（押型
文）
土器

天塩川の河岸
段丘

120 - 土器、石器 -

2 遺物包含地 上士別遺跡 昭和61年3月31日 公有地
縄文
・擦文

- 河岸段丘 190 - 土器、石斧、石冠 -

3 遺物包含地 三郷１遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 河岸段丘 200 - フレイク、石器 広範囲に遺物が散布している。

4 遺物包含地 三郷２遺跡 昭和58年10月 民有地 縄文 - 兵陵裾斜面 200-225 -
土器、石鏃、石槍、スクレイ
パー、つまみ付ナイフ、フレ
イク

遺跡の東北部にあたる沢奥の部分は、特に多くの遺跡
が集中。

5 チャシ跡 ニセヲチャシ跡 昭和61年3月31日 民有地 - - - - - - 土砂採取により消滅。詳細不明。

6 遺物包含地 武徳遺跡 昭和58年10月 民有地 - - 兵陵、斜面裾 200 - 石器、フレイク -

7 遺物包含地 三郷３遺跡 昭和58年10月 民有地 - -
兵陵裾の緩斜
面

190-195 300×200
使用痕のあるフレイク（黒曜
石、けい岩）

遺跡の主体部は、水田造成のため破壊されており、包
含層の残存している部分はわずか。

8 遺物包含地 三郷４遺跡 昭和58年10月 民有地 縄文 -
兵陵裾の緩斜
面

195-210 500×300 土器片、フレイク（黒曜石） 川沿いの部分は、造田のためかなり破壊されている。

9 遺物包含地 三郷５遺跡 昭和58年10月 民有地 - - 兵陵裾斜面 195-200 - スクレイパー -

10 遺物包含地 三郷６遺跡 昭和58年10月 民有地 - -
兵陵裾の緩斜
面

200 - フレイク -

11 遺物包含地 多寄２遺跡 昭和58年10月 民有地 縄文 -
兵陵裾の緩斜
面

140 - フレイク 水田造成により破壊されている所あり。（草地部分）

12 遺物包含地 川西１遺跡 昭和58年10月 民有地 縄文
縄文前
期・中期

天塩川左岸、
段丘上

160-210 500×400
石器４８点、剥片８６点、黒
曜石原石（円礫）１点

牧草地部分は、造成により破壊。

13 遺物包含地 三郷７遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 小沢、緩斜面 200 - 石鏃、フレイク
耕作（草地改良）により、遺物が畑表面に散布してい
る。

14 遺物包含地 三郷８遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
河岸段丘（カ
ニナイ川）

210 - フレイク 河川より一段高い緩斜面。

15 遺物包含地 三郷９遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
河岸段丘（カ
ニナイ川）

210 - 石鏃、フレイク -

16 遺物包含地 大和遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
舌状台地の尾
根

250 - 石鏃、石槍 -

17 遺物包含地 大英１遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
士別パンケ川
の支流に面し
た傾斜地

220 - -
草地造成時に黒曜石（原石）が出土（土地所有者
談）。草地造成のため大部分削平。

18 遺物包含地 大英２遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
河岸段丘（パ
ンケ川）

220 - - 水田造成時に出土（土地所有者談）。

19 遺物包含地 成美１遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
金川の支流に
面した傾斜地

220 - 石斧
現況は山林となっているが、畑地として使用した際に
出土。

20 遺物包含地 成美２遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
舌状台地の先
端部

200 - - -

21 遺物包含地 上士別２遺跡 昭和61年3月31日 民有地 縄文 -
河岸段丘（金
川）

170 -
石鏃、フレイク、石斧、石
匙、石槍

-

22 遺物包含地 川西２遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
やせ尾根の東
向き斜面

180 - -
前土地所有者から、かつて遺物が出土したとのことを
現土地所有者が聞き及んでいた。

23 遺物包含地 川西神社遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 丘陵の緩斜面 200 -
つまみ付きナイフ、すり石、
フレイク

表土が削平されているところで遺物が採集された。隣
接する沢との比高は２０mほどである。

24 遺物包含地 川西３遺跡 昭和61年3月31日 民有地
先土器
・縄文

-
舌状台地の尾
根

200 - 石匙、石槍
天塩川をのぞむ台地上。大型の両面加工石器、石槍、
石斧などが土地所有者により採集されている。

25 遺物包含地 川西４遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 舌状台地 190 - フレイク 天塩川をのぞむ台地の縁辺部。

26 遺物包含地 川西５遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 傾斜地 160 - フレイク 天塩川に面した台地の斜面、現況は畑地。

27 遺物包含地 川西６遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 傾斜地 170 - 石匙、フレイク
天塩川に面した台地の斜面、現況は畑地。深耕されて
いるためか相当量の遺物が散布している。

28 遺物包含地 多寄３遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 小河川の流域 130 - 石斧 圃場整備事業により壊滅。

29 遺物包含地 多寄４遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
河岸段丘（天
塩川）

115 - -
大規模圃場整備事業により均平化。耕作時に石斧等が
出土（土地所有者談）。

30 遺物包含地 武徳２遺跡 昭和61年3月31日 民有地 擦文 -
タヨロマ川右
岸に面した傾
斜地

180 - 擦文土器、石鏃、掻器、石斧 圃場整備事業により削平。

31 遺物包含地 武徳３遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 旧河川敷 140 - -
圃場整備により削平。蛇行していたワッカウェンナイ
川の流域に存在していた。

32 遺物包含地 日向遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
河岸段丘（天
塩川左岸）

120 - スクレイパー、フレイク 土取工事のため大半が壊滅していると思われる。

33 遺物包含地 中士別遺跡 昭和61年3月31日 民有地 縄文 -
南面する傾斜
地

170 - 土器、フレイク 耕作により遺物が散布している。

34 遺物包含地 東山１遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 台地の頂部 180 - フレイク、礫
大規模な土取りが行われている。切り取りした断面に
工壙がみられる。落葉林の中で遺物が採集される。

35 遺物包含地 東山２遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - -
九十九山の南
向き斜面

140 - 石斧、石皿
均平化により一部削平されている。住宅裏に湧水あ
り。

36 遺物包含地 九十九山遺跡 昭和61年3月31日 民有地 - - 九十九山頂部 160 - ポイント片、石皿 基盤整備事業により削平されている。

37 遺物包含地 東山３遺跡 昭和61年3月31日 民有地 縄文 -
河川敷（天塩
川左岸）

140 -
ポイント、スクレイパー、石
匙、石斧、ドリル

耕作時に遺物が採集されている。

38 遺物包含地 下士別遺跡 昭和61年3月31日 民有地 縄文 後期？
オーツナイ川
左岸の段丘上
に位置する。

125 -
土器、石鏃、石槍、石匙、石
斧

圃場整備事業により壊滅。土地所有者によると段丘上
の小丘が重機で破壊されたときに石器及び焼土が検出
されたという。

39 遺物包含地 川西７遺跡 平成4年6月 民有地 不明 不明 舌状台地 240 - 黒曜石片 永年の耕作により保存状態は良くない。

40 遺物包含地 多寄５遺跡 - 民有地 縄文 - 丘陵地 200 - 黒曜石片 周辺の丘陵には黒曜石の原石が包含されている。

41 遺物包含地 多寄６遺跡 - 民有地 縄文 - 丘陵地 150 - 黒曜石片 周辺の丘陵には黒曜石の原石が包含されている。

42 遺物包含地 多寄７遺跡 - 民有地 縄文 - 丘陵地 130 - 黒曜石片 周辺の丘陵には黒曜石の原石が包含されている。

43 洞穴 朝日洞穴遺跡 昭和60年2月 民有地 - - 河岸段丘 260 - 獣骨片（椎骨）

現在洞穴はほとんど埋まっており、天井部までの空間
はおよそ１mである。埋没土上部より化石化した獣骨片
（椎骨）を採集した。かつてこの付近から黒曜石片を
採集したとのことである。洞穴の両壁はきれいにカッ
トされたように垂直に立ち上る。岩石は柱状節理のよ
うな剥離をなす。５０年程前には天井まで３m以上あっ
たとのこと。

44 遺物包含地 上似峡遺跡 昭和60年2月 市有地 - - 河岸段丘 450 -

かつて入植者が石鏃や剥片な
ど採集したとのことである
が、現在それらの遺物の所在
は不明。

似峡川右岸の河岸段丘上にある。遺物出土地点は西向
きの斜面にあり、その南と北側には似峡川へ注ぐ沢が
きざまれている。付近には開拓者の住居跡サイロ跡が
あり、かつて遺物が出土したといわれる地点は数十ｃ
ｍの落葉の下に埋もれている。

45 遺物包含地 朝日１遺跡 昭和60年2月 民有地 - - 河岸段丘 220 - 黒曜石、剥片

天塩川がペンケヌカナンプ川と合流するところから東
北へ約１ｋｍ。士別市役所朝日総合支所に隣接する。
所有者が家庭菜園を耕作中に黒曜石の剥片を採集。
（この一帯は天塩川の氾濫源にあたるところ）

46 遺物包含地 朝日２遺跡 昭和60年2月 市有地 - - 河岸段丘 250 - -

朝日洞穴に接してある。氏神さまの祠があったり石碑
が建立されたりで地形は改善されているようである。
かつて、地元の人間がこの部分で土器や黒曜石片を採
取したとのことである。

47 遺物包含地 西士別遺跡 平成25年8月23日 市有地 - - 丘陵 160-183 - 黒曜石砕片 -


